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乳がん

ddEC（day1ジーラスタボディポッド併用）

Ｒｐ 形態 ルート 薬品名 投与量 時刻・コメント 1 ・・・ 3 ･･･ 15 14

1 点滴注 メイン 生食 500ｍＬ ルートキープ ↓

2 点滴注 側管 グラニセトロンバッグ 1mg 30分かけて ↓

アロカリス 235mg

デキサート 9.9mg

又は

3 点滴注 側管 パロノセトロンバッグ 0.75mg 30分かけて

アロカリス 235mg

デキサート 9.9mg

4 点滴注 側管 エンドキサン 600mg/㎡ 30分かけて ↓

生食 100mL

5 点滴注 側管 塩酸エピルビシン 90mg/㎡ 全開で ↓

生食 100mL

6 皮下注 ジーラスタボディポッド 3.6mg ↓

7 皮下注 生食 20mL ボディポッドプライミング用 ↓

★１クール＝14日

～ＭＥＭＯ～

催吐レベル4（90％以上）

day2-4にデカドロン朝、昼食後に1回4mg（8錠）を内服する。

エピルビシンは蓄積性の心毒性があるため総投与量は900mg/㎡以下とする。

再発リスクが高く、かつ十分な骨髄機能を有する患者を対象とする。

＜ジーラスタボディポッド＞

電源起動後約27時間後に自動的に薬液の投与が開始される。（投与時間は約24分）
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Fluorouracil and dose-dense chemotherapy in adjuvant treatment of patients with early -stage breast cancer:an
open-label,2×2factrial,randomised phase3 trial
Lancet 2015;385:1863-72


